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● 現状
管理運営組織がエリアマネジメントをおこなう上で、コンセプト（理念）となるものが、現状ないため、芦屋海浜公園を含む芦屋港活性化
エリア全体のコンセプト（理念）は、常に基本となる重要かつ必要なもの。

● コンセプト（理念）とは
コンセプト（理念）とは、全体を貫く基本的な考え⽅で、対象の価値や特性などを規定するものとなる。

● 基本コンセプト設定の目的
基本コンセプト（理念）を作ることにより、芦屋海浜公園を含む芦屋港活性化エリア全体の⼀貫性・統⼀感があり、ブレのない施設整備
や運営が可能となる。また、関連する事業や活動のすべてにおいて、このコンセプト（理念）に基づいた対応や⾏動が求められるため、地
域の価値を全体として高める効果が期待できる。

みなとを活かした空間形成プロジェクト準備室（みなと準備室）では、組織の基本コンセプト（理念）を設定していく。

コンセプトの検討
１）コンセプト設定の考え方

２）コンセプト設定のプロセス
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コンセプト（理念）、ビジョン（目指す姿）、バリュー（⾏動）を設定した後に、コンセプトに基づいたキャッチコピー
を公募により設定します。対外的にはキャッチコピー・コンセプトを中⼼に発信するものとし、ビジョン、バリューは、管理運営組織内関係者で

共有化を図るものとします。

３）コンセプトの全体構成

コンセプトの検討
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１．こころとカラダに⼼地よい空間を創ります。
わたしたちはいにしえの時から素晴らしい芦屋の海と、

その豊富なめぐみに生かされてきました。
ここにはやわらかい空気や光、ゆったりと流れる時間、

⾔葉を失うほど美しい⼣景があります。
ひととき日常を忘れ、だれもがカラダだけではなくこころも
⼼地よくリラックスできる、そんな場所を創っていきます。

２．海と⽔とみどりを⼤切にします。
これまでも海と⽔とみどりのおかげで、わたしたちのまちには独特で

多様な文化や歴史が生まれました。
今、自然からの贈り物のありがたさを

改めて⼼に刻むことが⼤切だと感じています。
わたしたちはできるかぎり環境に負荷をかけない取り組みを推進していきます。

３．海のめぐみに感謝し、たくさんあそびます。
わたしたちは豊かな芦屋の海に生かされ、育まれてきました。

そのめぐみに⼼から感謝をしながら、⼤切な海をおもいっきり楽しませていただく、
そんなあそびの空間をつくっていきます。

多くのひとが、美しい芦屋の海をおもいおもいのやり⽅で
たくさん楽しんでいただきたいと思っています。

４）コンセプト（案）

コンセプトの検討
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５）ビジョン案

コンセプトの検討

コンセプト（案） ビジョン（案） 〔目指す姿〕

1 こころとカラダに心地
よい空間を創ります。

白や木調を基調としたシンプルな空間、ヤシの木や芝生の緑が豊富な南国風な景観で統⼀感を
演出します。

五感で自然を感じて、⼤切な⼈とゆったりとした時間を過ごすことができます。

非日常体験を提供し、こころとカラダをリフレッシュ。

自然環境に配慮した⾷材を使⽤した料理・飲み物を積極的に導⼊します。

周辺施設と連携し、町内周遊を推進します。

２ 海と水とみどりを
⼤切にします。

エリア内の施設では、天然素材・非石油系洗剤の使⽤、脱プラを⼼掛け、SDGsの取り組みを推
進していきます。

環境保全活動を推進していきます。

⼦どもたちが海と⽔とみどりの⼤切さを学ぶ機会を提供します。

SDGs の取組を通じて町⺠の地域愛の醸成に貢献します。

３ 海のめぐみに感謝し、
たくさんあそびます。

芦屋の海を活かしたあそびの空間を提供します。

イベント等を継続的に実施することを通じて町⺠を巻き込み、機運醸成します。

外国の⽅にも楽しんでいただけるよう準備と工夫をします。


